
2018年度上期
決算のご説明

(2018年4月1日~9月30日)
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2018年10月30日
本多通信工業株式会社

代表取締役社長 佐谷 紳一郎

低調な“GC20 Season2”スタート
積極的に諸策を展開し、ゴールに繋ぐ

証券コード：6826

1-1.中期計画“GC20”
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単位:億円

売上高

営業利益

よい会社+新記録⇒持続性
売上高 250億円､利益率 12%､ROE 13%+α

18年度は仕込みを育て、Season2のゴールに繋ぐ年

200億円の壁を破る仕込み
Season1

新記録に向けた躍進
Season2

種まき･仕込み 育てる 刈り取り



1-2. 18/上 業績
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減収減益でSeason2をスタート
単位:百万円

17/上
(利益率)

18/上
(利益率) 前年比 コメント

売 上 高 9,616 9,189 96% 通信分野を中心に減販

営業利益 1,041
(10.8%)

591
(6.4%)

57% 通信分野の減販損
個別取引レート悪化 etc.

経常利益 1,098
(11.4%)

633
(6.9%)

58% 為替差益の発生 etc.

純 利 益 715
(7.4%)

338
(3.7%)

47% 特別利益:+1.7億円 ※1
特別損失:▲2.5億円 ※2

◆為替(期中) 1$=111円 110円
(期末) 1$=111円 112円

※1.CG基本方針に基づき
政策保有株式を売却

※2.製造再編に伴う特別損失を計上

1-3.通期業績予想の修正
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直近の水準が当面継続、通期業績予想を下方修正

17年度
(利益率)

18年度
当初予想

上期
進捗率

18年度
修正予想

前年比

売 上 高 19,498 20,500 45% 18,200 93%

営 業 利 益 2,007
(10.3%)

2,050
(10.0%) 29% 1,250

(6.9%)
62%

経 常 利 益 2,109
(10.8%)

2,050
(10.0%) 31% 1,200

(6.6%)
57%

純 利 益 1,625
(8.3%)

1,500
(7.3%) 23% 750

(4.1%)
46%

◆為替(期中)
(期末)

111円
106円

105円
105円

110円
110円

単位:百万円



2. GC20完遂に向けて
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積極的に諸策を展開し、ゴールに繋ぐ

売上高

営業利益

純利益

★ 通信分野の漸減
★ 車載分野の足踏み
・FA市場の調整局面化
・為替･取引レートの影響

★ コストダウンへの対応
★ 調達コストの上昇
★ 社内コストの増加
・為替･取引レートの影響

【特別損失】Global製造再編…▲2.5億円
【特別利益】政策保有株式の売却…+1.7億円
【税率アップ】低税率国での不調…▲0.7億円

新事業創出
新商品開発
新顧客開拓

合理化
付加価値増
生産性向上

不調要因

3-1.減収の要因(前年比)

単位:百万円

◆為替(期中)
1$= 111円

17/上

1$= 110円

18/上
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9,189
9,616

数量増
+200

情報S
増販
+180

通信
減販
▲500

個別取引
レート
▲180 その他

減販等
▲ 40

427百万円 減収

為替
影響
+60

通信が大幅減、車載は数量増も複合要因で足踏み

対ドルバーツ高に伴う
取引レートの変動

(USD/THB) 34.5 → 31.5
(－) 対ドル円高等 ▲10
(＋) 対円バーツ高

(THB/円) 3.3 → 3.4
⇒車載分野＋70

車載分野 ▲60

CD対応
▲70

品種構成
▲80



上期：通信を中心に低調
下期：FA分野の調整局面化を懸念

3-2.分野別動向
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レガシー終息､FTTH向け飽和で漸減
減販要素は出尽くし、底打ち感

豊富な受注残で好調を継続
米中貿易摩擦等で設備投資に陰り

個別取引レート･品種構成等で減収
為替良化も低価格品ウェート増加

上期での過去最高を記録
引続き堅調を予測

5億円/Qの横ばい圏で推移
SDカードソケット(UHS-Ⅱ)の採用拡大

◆18/下の動向 (対18/上)

下期も低調な水準が続く見通し
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(18)

(22)

(35)

(11)

(13) (15)

(10)

(36)

(21)

(15)
通信

車載

民生

情報

(13)

(36)

(11)

(16)

(22)

その他

FA

9,616 9,882
9,189合計

640万個
715万個

710万個

4-1.営業利益の推移
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4,690 4,926 4,970 4,912 4,635 4,554 

455 
586 

521 
445 

322 269 

17/1Q 17/2Q 17/3Q 17/4Q 18/1Q 18/2Q

単位:百万円

(11.9%)
(9.7%) (9.1%)

(10.5%)

(6.9%) (5.9%)

1$=111円 111円 113円 108円 109円 111円

17/上 [1$=111円] 17/下 [111円] 18/上 [110円]

売 上 高 96.1億円 98.8億円 91.8億円
営 業 利 益 10.4億円 9.6億円 5.9億円
利 益 率 10.8% 9.8% 6.4%

売上高

営業利益
(利益率)

◆為替(期中)

18年上期は前年比ほぼ半減



4-2.減益の要因と下期見込み
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減販と個別取引レートで減益の大半を占める
3Qでダウントレンドに歯止め、4Q≒8％利益への回復を狙う

450百万円 減益
◆為替(期中)

1$= 111円

17/上

1$= 110円

18/下
(計画)

18/上

1$= 110円

1,0411,041

659
591

68百万円 増益

単位:百万円

個別取引
レート
▲180

コスト増
▲110

･社内コスト増 ▲80
･調達コスト増 ▲30

(10.8%)

(7.3%)

CD対応
▲70

減販損
売上構成

▲200
合理化
+110

対ドルバーツ高に伴う
取引レートの変動

(USD/THB) 34.5 → 31.5

コスト増
▲30

･社内コスト増 ▲20
･調達コスト増 ▲10

個別取引
レート
+60

合理化
+70

価格改定
+40

(6.4%)

減販損
売上構成

▲70

対ドルバーツ高に伴う
取引レートの変動

(USD/THB) 31.5 → 32.5

5-1.トップラインの拡大
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新事業、新商品、新顧客で持続的成長を狙う
◆光コネクションの事業化 ~放送と通信の共存~

◆センシングカメラ用の開発 ~自動運転に向けて~

◆車載…中国Tier1を重点的に開発＋新用途

◆産業…少量/長期供給力で顧客拡幅

◆民生…SDカードソケット(UHS-Ⅱ)をGlobal拡販

トップ
ライン
持続的成長

新
事業

新
顧客

【2018年】
コンペを勝ち抜き、搭載決定
2019年モデルへの搭載に向け、量産検討中

新
商品

即効性重視

映像伝送の
HTKへ

次期牽引役

ポートフォリオ
･バランス

【2018年】4K/8K放送開始
電波障害対策に、有力視
横断プロジェクトで商品化を加速中

10億円
ビジネスへ

パートナー
と共に



5-2.収益力の回復
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◆コスト力強化&増産~低価格品への対応~

◆少量/短納期/長期供給の価値化~コスト増対応~

◆デジタル･トランスフォーメーション
~基幹システムの刷新に同期~

収益力
まずは2桁へ

合理化

生産性
向上

【2018年~】価格改定に加えて
少量組立･少量部品生産への積極投資
長期供給ビジネスモデルの試行開始

付加
価値増

車載用C

業務用C

【2018年~】
全自動生産ラインの本稼動
製造再編(ベトナム展開等)の始動

合理化、付加価値増、生産性向上で収益力の回復を図る

【2018年~】
レガシー業務の廃止や取引の整流化を推進中
人手頼り業務の自動化…AI/RPAテスト中

事業基盤

体
幹
強
化
に
積
極
投
資

5-3.中期計画“GC20”は変更せず
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16年度 17年度 18年度 . .. 2020年度

足元業績は低調も、芽吹き始めた仕込みは順調に育っています
今年度の配当(20円)は変更しません

仕込みを
丁寧に育てる

新
商品

新
顧客

新
事業

合理化 生産性
向上

付加
価値増



IRに関するお問い合わせ先
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本多通信工業株式会社
経営企画グループ
TEL : 03-6853-5820

URL : https://www.htk-jp.com/

参考.コネクタ事業 連結受注推移
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1Q 2Q 3Q 4Q 年間

2018年度
前期比 -3 -6 - -

-
前年同期比 -3 -18 - -

1$= 109円 111円

2017年度
前期比 -12 +11 -5 -5

+11
前年同期比 +3 +68 +8 -12

1$= 111円 111円 113円 108円 111円

実勢為替レートで算出



参考.分野別の四半期売上推移
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通信･FAがダウン、車載は足踏み､情報Sは好調を維持
単位:百万円
( )内:構成比

通信

FA

情報
その他

4,690

853 849 783 725 649 561 

1,033 1,037 1,027 1,073 1,077 
956 

1,602 
1,755 1,814 1,723 1,603 

1,696 

498 
521 510 486 480 

511 

603 
664 714 815 

706 
738 

17/1Q 17/2Q 17/3Q 17/4Q 18/1Q 18/2Q

(18)

(22)

(13)

(16)

(21)

(14)

(17)

(21)

(13) (17)

(22)

(15) (14)

(15)

(23)

(12)

(16)

(21)

4,926 4,970 4,912
4,635 4,554

車載

民生

300万個

車載カメラ用数量

(34)

(11)

(36)

(10)

(36)

(11) (10)

(35) (35)

(10)

(37)

(11)

340万個 365万個 345万個 355万個
360万個
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